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数学科における指導の重点（身に付けさせたい力） ※学習指導要領に照らし合わせて 
【主体的に学習に取り組む態度】 

 自ら考えて課題を見付け、解決できる力を向上させる。 

 今年度の課題 授業における具体的な改善策 年度末評価（２月） 

第

１

学

年 

・「学びに向かう力・人間性」をはかる問題の正答率

が低く、考え方を言葉に表現したり、現実の事象に

活用したりすることが難しい。 

 

・粘り強く問題に取り組むことが難しい生徒が多く、

苦手な問題形式や「思考力・判断力・表現力」を問

う問題の解決をあきらめてしまう。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・自力解決の時間を必ず取り、グループワークや教えあいで

それぞれの考え方を生かして解決できたという実感を持つ

ことができるようにする。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・習熟度別少人数授業の充実を図り、理解の進んでいる生徒

がそうではない生徒に説明する活動を取り入れることで、

中間層から下位層の学力向上を図る。 

・グループワークや教えあいを行うことで、考え方を言葉に表現

したり、現実の事象に活用したりする力が伸びた生徒が増え

た。単元ごとに問題演習の時間をとり、協働的な学びの機会を

増やすことで、応用的な問題にも向き合い、思考・判断・表現

する力を伸ばす機会を設けた。 

・今後は下位層の学力向上に向け、学習意欲を持続させ、粘り強

く学習に取り組めるような課題を設定することが課題である。 

第

２

学

年 

 

・単元テストでは「知識・技能」に関する問題の正答

率は高い。一方で「思考・判断・表現」に関する問

題の正答率は低い。 

・下位層の生徒が多く主体的に取り組もうとする態

度が弱い。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・活用の問題や単元の終わりに問題演習の時間をとること

で、グループ活動や教え合いを取り入れ主体的に取り組ま

せていく。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・習熟度別少人数授業の充実を図り、理解度に応じた課題に

取り組ませていくことで、個々の学力向上につなげる。 

・小テストや単元テストを計画的に実施することで「知識・技能」

の力が伸びた生徒が増えた。単元ごとに問題演習の時間をと

り、協働的な学びの機会を増やすことで、応用的な問題にも向

き合い、思考・判断・表現する力を伸ばす機会を設けた。 

・生徒の少人数クラス編成を変えることで、より理解度に応じた

学習に取り組ませることができた。今後は、下位層の学力向上

に向け、学習意欲を持続させ、粘り強く学習に取り組めるよう

な課題を設定することが課題である。 

第

３

学

年 

 

・定期考査や単元テストにおいては「知識・技能」

に関する問題の正答率は高いが、「思考・判断・

表現」に関する問題の正答率が低い。 

・上位層が一定数いるが、中位層から下位層がやや

多い傾向にある。 

【「主体的・対話的で深い学び」】の視点に立った授業改善策】 

・活用の問題に対して、グループ活動や教え合いを取り入れ

主体的に取り組ませていく。 

【個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実の視点】 

・習熟度別少人数授業の充実を図り、理解度に応じた課題に

取り組ませていくことで、個々の学力向上につなげる。 

・小テスト、単元テスト等を継続的に行うことで「知識・技能」

の力を伸ばすことができた。自ら課題を見つけ、解決できる力

を伸ばし、探究心を育成することが今後の課題である 

・生徒の少人数クラス編成を変えることで、より理解度に応じた

学習に取り組ませることができた。今後は、中間層から下位層

の学力向上に向け、学びあい・教えあいの機会を増やすことが

課題である。 

※【今年度の課題】では、課題のある資質能力について「知識及び技能」「思考力・判断力・表現力」「学びに向かう力・人間性」のいずれかを 

明記し（複数可）具体的に記述。 

数学科 


